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情報視覚化

情報視覚化は，大量のデータに対し

て人工知能など機械の処理だけでは判

断できないことを，人が目で見て判断

する際に必要になり，少ない操作で必

要な情報を効率よく得ることを目的とし

ます。情報視覚化は，大量の数字や文

字を限られたサイズのディスプレイにグ

ラフィカルに表現する手法であり，多く

の場合，視点の変更や情報を加えるな

どのインタラクションを伴っています。

1990年代から米国などで情報視覚

化の研究が盛んになりましたが，それ

らを実現する手段に汎用的な仕組みが

ありませんでした。この数年，Webの

国際標準であるHTML（Hypertext 

Markup Language）5の登場でリッチ

なアプリケーションの開発がブラウザと

サーバ環境で可能になったことや，“見え

る化”志向が高まったことから，Web

アプリケーションの開発を容易にする，

情報視覚化を取り入れたフレームワーク

やソリューションが登場しています。

東芝は，大量のデータを扱う電力管

理システムのGUIにおいて，情報視覚

化を導入しユーザビリティの向上を目指

しています。IT（情報技術）電力網であ

るスマートグリッドを人が効率よく監

視，制御するため，インタラクションを

伴うFocus+Contextやシンボルマッ

プなどの手法が適用できます。前者は

全体と詳細を，後者は位置情報と数量

情報を，同じ画面でインタラクティブに

把握できる手法です。

情報視覚化フレームワークの概要

当社が研究・開発している情報視覚

化フレームワークのグラフィックス描画

及びインタラクション処理は，米国の

Stanford大学が開発したオープンソー

スのソフトウェアをベースとしています。

サーバ側で描画するのではなく，クライ

アント側でJavaScript（注1）により，動的

にSVG（Scalable Vector Graphics）

形式のグラフィックスを描画することで

高い応答性を得られるのが特長です。

当社は，拡張機能として3D描画及

びDBとユーザーインタフェース（UI）コ

ンポーネントの連携などを加え，Web

プラットフォーム上のGUI開発に適した

形にしました（図1）。クライアントは，

Ajax（注2）及びWeb Socket（注3）を用いて

DB処理を行うサーバ側とプル及びプッ
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図1．情報視覚化フレームワークの概要̶既存のグラフィックス描画及びイン
タラクション処理をベースに，拡張機能として，3D描画及びDBとUIコンポーネ
ントの連携などを加え，Webプラットフォーム上のGUI開発に適した形にしてい
ます。

（注1） JavaScriptは，Oracle又は関連会
社の米国及びその他の国における商
標又は登録商標。インタプリタ型でオ
ブジェクト指向のプログラミング言語。

した部分だけを3D化するインタラク

ションを開発しました。視覚化する対

象の全体を維持した状態で，ユーザー

が選択した領域の高さ情報を表現する

ことができます。

太陽光発電への適用

当社は，太陽光発電が既存の基幹発

電系統に加わったときでも配電系統を安

定化させる制御システムを開発していま

すが，そのときも，情報視覚化の導入を

試みています。

フィールド実験システムでは，情報視

覚化フレームワークを用いて少ない操作

で多くの情報が得られ，ユーザビリティ

を向上させました（図3）。例えば，太

陽光発電量をシンボルマップ手法で視

覚化して地図情報の上に発電種別の円

グラフを表示することで，一目で地域

内の発電総量と発電種別の比率を把握

できます。また，地域別の折れ線グラ

フの時間軸を操作すると，折れ線グラ

フと円グラフが同時に変化して全体の

理解を助けます。

今後の展望

今後の課題として，スマートグリッド

の膨大なデータ量に対応するためス

ケーラビリティを向上させることや，新

しい入力装置を生かした自然なインタ

ラクションを情報視覚化に取り入れる

ことが挙げられます。

当社は，今後もこれらの課題を解決

して，よりわかりやく使いやすいシステ

ムのための情報視覚化を推進していき

ます。

シュ型通信ができます。これらの機能

により，3Dを含むリッチなインタラク

ションや高速なデータ通信が可能にな

りました。

以下，情報視覚化フレームワークを

電力管理システムへ適用した事例につ

いて述べます。

スマートメータ用無線メッシュ
ネットワークへの適用

スマートグリッドでは，電力の需給バ

ランスを維持するため，スマートメータ

を導入することで需要家単位での情報

管理を目指しています。スマートメータ

から集約装置へ電力計量情報を送信す

る際は，無線メッシュネットワーク方式

を利用します。そのメータと集約装置の

配置や通信状況を監視するフィールド

実験システムに，情報視覚化フレーム

ワークを適用しました（図2）。

このシステムは，メータの位置情報

と通信状況の情報から，地理情報シス

テム（GIS）と連携して，ネットワークの

トポロジーを地図上に描画します。ネッ

トワークの初期表示時には，プル型で

情報を収集して表示し，その後，プッ

シュ型で送信された情報を更新します。

画面は拡大及び縮小と移動ができ，地

図のスケールに応じてグルーピングした

情報を表示します。

一方，スマートメータを2DのGIS上

で表示するとき，設置場所がビルなど

の階が異なる同じ平面位置の場合，表

現が困難です。そこで，ユーザーが選択
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図2．スマートメータ用無線メッシュネットワークへの適用例̶スマートメータは，無線メッシュネット
ワーク方式で集約装置へ情報を送信します。スマートメータと集約装置の配置や通信状況を監視する電
力管理システムに，情報視覚化フレームワークを適用しました。
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図3．太陽光発電量への適用例̶必要な情報を1画面に集約して見せるために地図や複数のグラフ
を組み合わせ，視点を変える操作に応じて全グラフが連動して変化すること，及びDBとの通信部分を
非同期にすることで，ユーザーの操作に対してストレスなく再描画できる点が特長です。

（注2） XMLHttpRequest（HTTP通信を
行うためのJavaScriptのクラス）に
よる非同期通信技術。

（注3） HTTPと違い，サーバがレスポンスを
返した後コネクションが切断されない
双方向通信技術。


